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（令和3年度） 園番号 園名

636 三碓幼稚園
636三碓幼稚園

大項目 中項目 小項目 具体的評価項目及び指標 取組と成果 評価の観点･理由 課題及び改善方策

①　教育目標の設定 Ａ

②　教育計画の作成 Ｂ

③　教育課程の編成 Ａ

④　教育活動の評価 Ａ

①　指導計画の立案 Ａ

②　保育内容の精選 Ｂ

③　指導方法の工夫改善 Ａ

④　評価 Ａ

①　指導計画の立案 Ａ

②　行事内容の精選 Ｂ

①　人権教育指導計画の立案 Ａ

②　保育内容の精選 Ｂ

③　指導方法の工夫改善 Ｂ

①　組織的な指導 ・報告・連絡・相談・確認を綿密に行う。 Ａ

②　教育相談・幼児理解 ・一人一人の幼児の思いに寄り添う。 Ａ

③　家庭との連携 ・保護者の思いや願いを十分に聞く。 Ａ

④　関係諸機関との連携 ・適切に実態を把握し、必要な場合は連絡をする。 Ａ

・対処方針や指導計画が明確である Ｂ

・日頃より実態把握・早期発見に努めている Ａ

・各学級の状況を園組織として共有できている Ａ

・保護者や地域と連携できている Ａ

・組織的に迅速に対応する体制が整備されている Ａ

①　推進体制 Ａ

②　個々に応じた
　　特別支援教育の内容

Ａ

③　指導方法の工夫改善 Ａ

④　家庭との連携 Ａ

⑤　関係機関との連携 Ａ
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（１）教育目標・
　　　教育計画

・園の教育目標「心身ともに健康でたくま
しく生活できる幼児の育成」を目指し、年
間計画を作成し、教育活動の評価をする。
・園児の「生き抜く力育む」を教育ビジョ
ンに掲げ保育内容の創造を図る。

・年間教育計画を作成し、どのような保育
を進めていくかを職員全員で検討し、取り
組み、その都度反省・評価をしてきたこと
が、次年度への課題を見いだすことにつな
がった。

Ａ

・園児の持っている力を十分に発揮して充
実した生活が送れるようきめ細かな配慮を
する。
・保護者と連携し、ゆっくりと育つ幼児の
姿を共に見守り集団の中の一人ひとりの力
を発揮していく。

・２人の子どもが安心して過ごせるような
環境づくりや子ども同士のつながりが少し
ずつ深まるような保育の工夫をしてきたこ
とで、助け合ったり見守ったりなど、クラ
ス全体の育ちへと繋がってきた。

・自分も友達も大切にし、仲間と楽しく遊
ぶ子ども集団を作る。その場その場で一人
一人の思いに寄り添い丁寧な指導を積み重
ねる。

・情報交換し合い、幼児理解に努めた。友
だちの気持を理解し共に心を通わすことが
できるような指導を積み重ねてきたこと
で、相手の思いに気付き気持ちよく生活で
きるようになってきている。

Ｂ

・行事ごとに何が幼児の成長
につながるのかを見極め、行
事の精選を行ったが、コロナ
ウィルス感染拡大防止のた
め、中止になる行事もあっ
た。

・日々の幼児の姿をきめ細かく見
取り、記録をとりながら内面を
探っていく。また保護者には、幼
児の日々の姿を具体的に知らせ集
団での学びや育ちを伝える。

・教育計画に基づいて幼児の
園生活や遊び、行事など、教
育目標を達成できているか。
・保護者は、「子どもは、楽
しく幼稚園生活を送ってい
る。」の設問に100％が肯定的
に回答している。

・本年度で閉園、コロナウィ
ルス感染拡大防止対策の中、
園児２名での活動。年度当初
から年間の教育計画の見直し
教育目標を達成するための方
向性について職員全員で話し
合い、作成した。

（２）教育内容・
　　　保育指導

・毎月の指導計画の見直し、立案する。
・園の研究主題に基づいた指導内容の工夫
をする。
・日々の記録をもとに幼児の姿を捉え、発
達の時期に応じた環境構成や援助を明確に
し、指導計画につなげていく。

・日々の記録をもとに、幼児の実態を情報
交換し合う場や時間の確保に努めたこと
で、小規模園ならではの園全体で幼児理解
に取り組むことが出来た。また、様々な角
度から指導の方法を学んだり、保育内容の
工夫につながったりした。

Ａ

・保護者は、「幼稚園では、基本
的な生活習慣を身に付けるよう、
適切な教育が行われている。」の
設問に100％、「幼稚園では､命を
大切にする心や社会のルールを守
る指導が適切に行われている。」
の設問に100％が肯定的に回答し
ている。

・小規模園の良さと課題を明
確にし、保育内容の創意工夫
に努めた。

（３）園行事

・園・家庭・地域がつながる園行事を計画
し、幼児の生活が豊かになるようにする。
・行事を通して、小学校とのかかわりをも
つ.

・小学校との交流をもち、体育参観や作品
展、図画の時間など小学生とかかわること
ができた。
・地域とのかかわりでは、園外保育で添御
縣坐神社に訪れ、神主さんと地域の方に歴
史や祭りについて話を伺った。

Ｂ

・「子どもは幼稚園の行事を
楽しみにしている。」の設問
に100％が肯定的に回答してい
る。

（４）人権教育

（６）特別支援教育 Ａ

・発達の実態を把握し、その
子に合った指導のありかたを
工夫する。
・奈良市子ども発達センター
や奈良市教育委員会教育相談
課、小学校などの関係機関と
連携をとりながら特別支援教
育を進めている。

・互いに相手を認め合い理解
し合う幼児に育つように、取
り組んできた。

・保護者は、「幼稚園では､命を
大切にする心や社会のルールを守
る指導が適切に行われている。」
「やさしさやいたわりの気持ちが
育ってきた。」の設問に100％が
肯定的に回答している。

（５）生徒指導

・朝礼や職員会議で幼児についてや保護者
の思いや願いを報告し職員全体でかかわっ
てきた。職員の思いや考えを出し合うこと
で指導方法を見い出すことができた。

Ａ

・幼児一人一人の様子を十分
把握できているか。
・園全体の問題として取り組
んでいるか。
・保護者が不安に思っている
ことを園側に話せる雰囲気や
環境をつくっているか。
・「幼稚園では､命を大切にす
る心や社会のルールを守る指
導が適切に行われている。」
の設問に100％が肯定的に回答
している。

・今後も幼児の様子や言動を
大切にし、いじめの糸口を見
逃さないようにすることが必
要である。
・保護者や幼児に集団として
必要な事、道徳性の芽生えに
ついて考えていただいた。

⑤　いじめ・児童虐待問題
　　について

・幼児の小さな信号も見逃さず、気になる
ことがあればすぐに報告・連絡・相談を
し、職員が一丸となって手立てをするよう
に努めてきた。
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（令和3年度） 園番号 園名

636 三碓幼稚園
636三碓幼稚園

大項目 中項目 小項目 具体的評価項目及び指標 取組と成果 評価の観点･理由 課題及び改善方策

学校自己評価書

評価

①　園長のリーダーシップ Ｂ

②　園経営目標・方針 Ａ
③　職員の適正配置と
　　運営への参加意識

Ｂ

④　園務分掌等の連携 Ｂ

⑤　会議の運営と
　　位置づけ

Ａ

⑥　会議の結果 Ａ

⑦　職場の人間関係 Ａ

⑧　園評価の実施 Ａ

①　資質の向上をめざした
　　組織的・計画的な園内研修
　　の実施

Ｂ

②　保育改善を目指した
　　保育研究・実践の実施

Ｂ

③　園外の研修への積極的
　　参加

Ｂ

④　園外研修内容の報告や
　　伝達

Ａ

⑤　研修成果の普及 Ｂ

①　安全計画の立案 Ａ

②　防災計画の立案 Ａ

③　危機管理体制の整備 Ｂ

④　安全指導の工夫改善 Ｂ

⑤　家庭との連携 Ａ

⑥　関係機関との連携 Ａ

①　保健計画の立案 Ａ

②　心のケアや健康相談
　　の体制の整備

Ａ

③　健康観察、健康管理
　　能力の育成

Ａ

④　関係機関との連携 Ａ

⑤　昼食の衛生管理 Ａ

①　園情報の発信 Ａ

②　園(保育)公開 Ｂ

③　小学校との接続・連携 Ｂ

④　こ幼保との連携 Ｂ

⑤　ＰＴＡの活性化 Ａ

⑥　地域教育協議会との連携 Ｂ

⑦　学校関係者評価の実施 Ａ

①　保育環境の整備 Ｂ

②　施設設備の有効利用 Ａ

③　施設設備の管理 Ａ

①　公文書の収受・保管 Ａ

②　公文書の作成 Ａ
③　個人情報の
　　管理・保護

Ａ

④　情報の収集 Ｂ

・環境の整備充実に努めた。

（６）施設・設備

・幼児にとって気持ちよく安全に過ごせる
ように、環境の整備充実に努める。

・清掃活動や環境整備で園内を美しくする
ように努めている。

Ａ

・「幼稚園は、保護者などの協力を
得ながら園内を美しくするように努
めている。」との設問に対して100％
の保護者が肯定的に回答している。
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（７）情報管理

・個人情報の管理・保護の徹底を図る。 ・データー化が進んでいる中、個人情報の
管理についての職員の意識向上を図る。

（１）組織運営

・年間の職員会議、研修の充実を図る。
・職員の校務分掌の適正化をする。
・職員の力量を高める。
・職員の信頼関係を密にする

・日々の朝礼等で、職員間の報告・連絡・
相談・確認を密にすることで、活動内容を
把握し共有することができた。しかし、
年々事務分担の量が増し、一人の分担量が
多くなり迅速に処理できない状況である。

（２）研究・研修

・主題研究を中心に各種研修や園内研究、
公開保育を行い、教育・保育の資質向上を
目指す。
園外研修（リモート等）に参加し、学んだ
ことを伝え合い本園の実際の場で生かす。

・研修会（リモート等）に参加する機会を
確保したことで教職員の日々の保育に生か
せられるようになった。
・公開保育を行い、保育内容の工夫・改善
に努めるとともに教職員の資質の向上を図
る。

（３）安全管理

・安全計画、防災計画を作成し、迅速かつ
適切な対応ができるよう、緊急時の連絡体
制を整える。
・幼児を事故、災害、不審者から守り、生
命と健康を維持する。

・園での毎月の避難訓練を通して、命の大
切さや自分の命は自分で守るという主体性
を持った園児に育つよう、取り組んだ。

（５）地域との連携

・保護者・地域との協力体制を密にする。
・小学校との交流を密にする。

・個人情報の管理・保護の徹底を
図った。

・「幼稚園では、子どものプ
ライバシーが守られてる。」
との設問に対して、100％の保
護者が肯定的に回答してい
る。

Ａ

Ａ

・園運営として、職員の適正
な配置について迅速に可動す
るための方策を考える。
・職員同士が協力し合い、助
け合いながら課題検討や克服
に向けて取り組んでいるか。

・報告・連絡・相談・確認を
しっかりと行いながら教職員
の信頼関係を築き、何でも話
せる雰囲気作りに努める。
・校務分掌を適正にかつ迅速
にこなす時間確保が難しい。

Ｂ

・教職員の自己の研修が保育
実践に反映されているか。

・県や市からの研修に、積極
的に参加できた。

・各自の研修を報告する機会
がもちにくかったが、職員会
議や朝礼の時間に研修したこ
とを広め全員の力量となるよ
うにした。

Ａ

・「幼稚園では、健康管理や
安全に対する指導が適切にな
されている。」の設問に対し
て、100％の保護者が肯定的に
回答している。

・危機管理に対する様々な取
り組みを発信することで、保
護者や地域の協力、また、啓
発にも繋げていく。

Ａ

・「幼稚園では、健康管理や
安全に対する指導が適切にな
されている。」の設問に対し
て、100％の保護者が肯定的に
回答している。

・幼児が自分の健康について
意識がもてるような指導を
行ってきた。
・食育の管理や昼食時の衛生
面を適正にする。

・地域の方との交流を持つとともに、地域
に出かけて地域遺産に触れる。
・小学校との交流を深める。

Ｂ

・今年度は、コロナウィルス
感染拡大防止のため、地域の
方や小学校との交流が難し
かったが、園外保育で添御縣
坐神社を訪れたり、１年生の
運動参観に参加したり、でき
る範囲での交流になった。

・コロナウィルス感染拡大防止の
ため、地域の方や小学校等との交
流の仕方を工夫した。

（４）保健管理

・幼児や保護者が健康への意識を高められ
るような機会をもつ。
・食育を通して、健康な体づくりを推進す
る

・幼児の生活実態に応じた「園だより」な
どを発行したことで、健康や安全に対する
意識を高めることができた。


